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第２回グリーン・オーシャン大賞　The 2nd Green Ocean Awards

　

ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
は

２
０
１
６
年
、
原
発
事
故
の
風
評

被
害
に
苦
し
む
福
島
県
南
相
馬
市

の
菜
種
油
を
使
用
し
た
石
け
ん
を

発
売
し
た
。
放
射
能
被
害
で
苦
し

む
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
菜
の
花
栽

培
を
参
考
に
し
た
も
の
だ
。

　

菜
の
花
を
汚
染
さ
れ
た
土
壌
で

栽
培
す
る
と
、
土
壌
か
ら
セ
シ
ウ

ム
を
吸
収
で
き
る
。
菜
の
花
か
ら

搾
取
し
た
菜
種
油
に
は
セ
シ
ウ
ム

は
混
入
し
な
い
。
土
壌
の
除
染
と

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
菜
種
油
の
収
穫
の
双
方
が
可
能

と
な
る
画
期
的
な
方
法
だ
。

　

英
国
に
本
社
を
構
え
る
ラ
ッ

シ
ュ
は
、「R

egenerative

（
再

生
）」を
テ
ー
マ
に
、
事
業
を
通
し

て
社
会
課
題
の
根
本
解
決
に
取
り

組
む
。
こ
の
菜
種
油
を
使
用
し
た

化
粧
品
を
商
品
化
す
る
た
め
、

ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
は
英
国
本
社

に
掛
け
合
い
検
討
を
重
ね
た
。
そ

の
結
果
、
石
け
ん
素
地
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
３
月
11
日
に
日
本

限
定
で「
つ
な
が
る
オ
モ
イ
」と

命
名
さ
れ
た
石
け
ん
商
品
を
、
国

内
約
１
０
０
店
舗
と
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
イ
ト
で
販
売
し
た
。

　

日
本
限
定
の
商
品
だ
っ
た
が
翌

年
に
は
、
英
国
本
社
か
ら
菜
種
の

乾
燥
機
の
提
供
も
あ
り
、
供
給
量

を
増
や
す
こ
と
に
成
功
。
販
路
も

世
界
49
カ
国
に
ま
で
広
が
り
、
限

定
商
品
で
は
な
く
、
定
番
商
品
と

し
て
販
売
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

現
在
は
、
菜
種
油
の
搾
油
後
の

菜
の
花
の
茎
や
葉
、
油
粕
を
発
酵

さ
せ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
出
し
、
電

力
や
液
体
肥
料
に
変
え
る
取
り
組

み
も
展
開
。
そ
れ
ら
の
中
に
、
セ

シ
ウ
ム
を
含
む
も
の
が
検
出
さ
れ

た
場
合
は
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
と
し

て
処
理
す
る
。土
壌
だ
け
で
な
く
、

南
相
馬
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

生
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

萱か
や

葺ぶ
き

屋
根
の
工
事
を
手
掛
け
る

山
城
萱
葺
は
、
地
域
住
民
と
協
働

し
て「
萱か

や

」（
萱
葺
屋
根
に
使
用
す

る
草
系
材
料
の
総
称
で
ス
ス
キ
や

ヨ
シ
を
指
す
）の
調
達
と
里
山
保

全
を
行
う
。

　

職
人
の
減
少
や
萱
不
足
に
よ
っ

て
、
萱
葺
屋
根
は
年
々
減
っ
て
い

る
な
か
、
同
社
で
は
地
域
住
民
と

組
ん
で
２
つ
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が「
住
民
協
働
型
の

萱
刈
り
」で
あ
る
。
集
落
で
は
、

ス
ス
キ
原
は
獣
に
と
っ
て
格
好
の

隠
れ
場
所
と
な
る
た
め
、
獣
害
被

害
と
景
観
悪
化
の
一
因
と
さ
れ
て

い
た
。
同
社
で
は
、
萱
不
足
と
地

域
課
題
の
双
方
を
解
決
す
る
た
め

に
、
全
量
買
い
取
り
保
証
型
の
萱

刈
り
事
業
を
始
め
た
。

　

住
民
ら
が
刈
り
取
っ
た
萱
を
全

量
一
定
価
格
で
買
い
取
る
。
ス
ス

キ
は
住
民
に
と
っ
て
は
、
頭
を
悩

ま
せ
る
雑
草
だ
が
、
同
社
に
と
っ

て
は
貴
重
な
資
源
。
現
在
は
、
京

都
府
内
の
集
落
と
だ
け
協
働
し
て

い
る
が
、
他
地
域
に
も
展
開
し
て

い
く
考
え
だ
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
は
、
地
元
伏

見
の
市
民
団
体「
伏
見
楽
舎
」と

組
ん
で
、
宇
治
川
の
環
境
と
ヨ
シ

原
の
保
全
を
行
う
取
り
組
み
を
始

め
た
。

　

ヨ
シ
文
化
を
普
及
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
い
た
。
中
断
し
て
い
た
ヨ

シ
焼
き
を
再
開
す
る
た
め
に
、
住

民
を
巻
き
込
ん
で「
新
生
ヨ
シ
焼

き
」も
企
画
し
た
。

　

萱
葺
屋
根
は
文
化
財
保
護
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
集
落
形
成
や
自

然
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
同
社
の
石
井
規
雄
・
取
締

役
は「
地
域
の
社
会
課
題
を
解
決

し
て
い
き
な
が
ら
、
萱
葺
文
化
の

継
承
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

世界49カ国で販売している「つながるオモイ」

ヨシ原でのヨシ刈り体験には伏見市民などが
集まる。自然環境と関わりを持つ取り組みと
して毎年２月に開催

　

社
会
課
題
の
解
決
を
起
点
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
表
彰
す
る
第
２
回「
グ
リ
ー

ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
大
賞
」（
主
催
・
オ
ル
タ
ナ
ほ
か
、
後
援
・
環
境
省
ほ
か
）の
審
査
会
と

表
彰
式
が
３
月
１
日
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
国
際
会
議
２
０
１
８
東
京
会
場
で

開
か
れ
た
。
大
賞
に
は
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン（
神
奈
川
県
）が
、
環

境
大
臣
賞
に
は
住
民
協
働
に
よ
る
萱か

や

の
調
達
を
行
う
山
城
萱か

や

葺ぶ
き（
京
都
府
）な
ど
合
計

28
社
・
団
体
を
表
彰
し
た
。 

（
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
＝
池
田 

真
隆
、
中
島 

洋
樹
）

大賞にラッシュジャパン
環境大臣賞は山城萱

か や

葺
ぶ き

合
計
28
社
・
団
体
を
表
彰

　

グ
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
大
賞

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）が
規
定
す
る
社
会
課

題
を
起
点
に
し
た「
ア
ウ
ト
サ
イ

ド
・
イ
ン
」型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
公
募
。
52
の
企
業
・
団
体
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
集
ま
り
、
審
査

会
に
は
一
次
審
査
を
通
過
し
た
10

の
企
業
・
団
体
が
進
ん
だ
。

　

当
日
は
１
社
５
分
間
で
プ
レ
ゼ

ン
。
５
人
の
審
査
委
員
が
、「
課
題

解
決
力
」「
発
展
性
」「
協
働
力
」

の
３
項
目
で
審
査
し
た
。

　

最
優
秀
に
相
当
す
る
大
賞
に

は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
が
輝
い

た
。
環
境
大
臣
賞
に
は
、
山
城
萱か

や

葺ぶ
き（
京
都
府
）が
、
金
賞
に
は
、
フ

ミ
ン（
福
島
市
）が
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
銀
賞（
２
社
）、
銅
賞

（
３
社
）、
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・

ド
ッ
ト
コ
ム
賞（
１
社
）、
フ
ル
ッ

タ
フ
ル
ッ
タ
賞（
１
社
）、
優
秀
賞

（
18
社
）の
合
計
28
社
が
受
賞
し

た
。（
各
賞
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ

以
降
参
照
）

◆

審
査
委
員
は
次
の
通
り
。
川
上 

智
子
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
経
営

管
理
研
究
科
教
授
／
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｄ
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
研
究

所
客
員
研
究
員
。
鈴
木
均
・
国
際

社
会
経
済
研
究
所
顧
問
・
前
社
長
。

川
村
雅
彦
・
オ
ル
タ
ナ
総
研
所
長

／
首
席
研
究
員
。
村
松
陸
雄
・
武

蔵
野
大
学
大
学
院
環
境
研
究
科
教

授
。
森
摂
・
オ
ル
タ
ナ
代
表
取
締

役
／
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事
／
武
蔵

野
大
学
大
学
院
環
境
研
究
科
客
員

教
授
。

第２回の受賞企業・団体＝３月１日、ヒルトン東京お台場で

　

グ
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
大
賞

の
審
査
は
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ

の
活
動
を
同
一
軸
で
評
価
す
る
点

で
難
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
大
賞
の
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン

は
次
の
３
点
で
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
は
、
東
日
本
大
震
災
と
り

わ
け
福
島
の
再
興
を
現
地
産
業
の

育
成
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
点

で
す
。
第
２
は
、
同
社
の
強
み
で

あ
る
石
け
ん
を
作
り
、
本
業
に

沿
っ
た
経
済
性
と
社
会
性
の
両
立

に
成
功
し
て
い
る
点
で
す
。
最
後

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
店
舗
網
を
生

か
し
て
、
全
世
界
の
人
々
が
無
理

な
く
福
島
を
支
援
で
き
る
点
も
優

れ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
は
誰

も
が
関
わ
れ
る
海
の
よ
う
な
広
が

り
を
持
ち
つ
つ
、
次
世
代
へ
の
持

続
可
能
性
を
目
指
す
意
味
深
い
価

値
を
生
む
も
の
で
す
。
今
後
、
皆

様
の
さ
ら
な
る
活
動
の
進
化
を
祈

念
し
ま
す
。

T h e  2 n d  G r e e n  O c e a n  A w a r d s

「
次
世
代
へ
深
い
価
値
」

審
査
委
員
長
・
川
上
智
子
氏

石けんで福島の土壌再生へ
株式会社ラッシュジャパン（神奈川県愛甲郡）

住民協働型の萱
か や

刈りで文化継承
山城萱葺株式会社（京都府城陽市）
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